
 

 

 

 

 

 

 

 

２０１０年９月１５日（水） №1685 今期第 10 号 

 
 

 本日の例会  

 クラブフォーラム《新世代月間にちなんで》 
リーダー 利光慎二社会奉仕委員長 

 次の例会  9 月 22 日（水） 
 会員リレー卓話《お一人 5 分間・リレースピーチ》

       リーダー 西溪光照プログラム委員長

 先週の例会記録   9月 7 日（火） 
◇卓話 米田眞理子ガバナー公式訪問（和歌山ＲＣ・

和歌山アゼリアＲＣとの合同開催）12：15～13：30
於、ダイワロイネットホテル和歌山 4Ｆ 

◇ビジター9/8 サイン受付 海南東１名、和歌山南１名

◇出席報告 （会員数 23 名、出席免除会員１名） 
 本日出席（9/7） 17 名 73.91％ 
 先々週出席（8/25） 20 名 90.91％ 
◇ S.A.A. （次週発表させて頂きます） 
 

 [ガバナーアドレスより] 
公式訪問に参らせて戴きこのように卓話をさせてい

ただけるのは、クラブ皆様のロータリアンの友情に支

えられてのことと感謝申し上げます。私が国際協議会

で直接ＲＩ会長エレクトから拝聴した新年度のテーマ

を説明させていただき、それに基づいて次年度 2640 地

区の活動方針を説明させていただきます。このガバナ

ーアドレスを通して皆様には地区活動に関する深い理

解と献身的な努力をお願い申し上げ、クラブがより大

きく、豊かに、大胆に発展されることを心より願って

おります。 

※紙面の都合上、以下のメッセージは別紙にて全員

に配布させて頂きます。 

＊会長挨拶＊            乾 昌彰 
 皆様こんにちは。 

和歌山西ロータリークラブ会長の乾でございま

す。米田ガバナーを始め、松田ガバナー補佐、向

井地区幹事の皆様にはお暑い中又ご多忙中にも

かかわりませずご臨席を賜り誠にありがとうご

ざいます。心から感謝申し上げます。例会に先立

つ懇談会では短時間ではございましたが、米田ガ

バナーより数々のご指導を賜りました。この一年

間の活動指針と致しまして心に刻みながらクラ

ブ行事に取り組んで参りたいと思います。またこ

のように立派な会場で和歌山ロータリークラブ、

和歌山アゼリアロータリークラブとご一緒に合

同例会を開催できますことは非常に幸せなこと

であり、特に和歌山ロータリークラブには私たち

の親クラブとして日々お世話になっております。

この場をお借りして御礼を申し上げますととも

に会員皆様の益々のご発展を祈念申し上げます。

本日は誠にありがとうございました。 

＊幹事報告＊            主井知子 
本日の報告事項は特にございません。 
出席者全員に米田ガバナーより記念バッジを頂 

 載致しました。 

ありがとうございました。

 

 

例会日 毎水曜日 12 時 30 分～13 時 30 分 

例会場 和歌山市中 639-6 

ラヴィーナ和歌山 ℡073-454-0010 

事務局 〒640-8156 和歌山市七番丁 26-1 

    ﾀﾞｲﾜﾛｲﾈｯﾄﾎﾃﾙ和歌山 2F TEL・FAX 073-432-1654 

 

会長 乾昌彰   幹事 主井知子 

クラブ会報（広報・ＩＴ）委員長  西溪光照 

クラブ会報（広報・ＩＴ）副委員長 田中敬彦 

 

四つのテスト 

 われわれがものごとを考え、言い、または    １）真実かどうか？   ３）好意と友情を深めるか？ 

 為そうとする場合は、これに照合してから    ２）みんなに公平か？  ４）みんなのためになるかどうか？ 

102010-2011 年度 国際ロータリーのテーマ 

 

地域を育み 
大陸をつなぐ 


